
踏切内での電動車いすの事故にご注意ください！

 電動車いすで踏切を渡ろうとする人を見かけたら、
渡りきるまで見守ってください。

 踏切内で動けなくなった人がいたら、すぐに踏切の
非常停止ボタンを押してください。

通行中の一般の方へのお願い



踏切内での電動車いすの事故にご注意ください！

電動車いすをご使用の方へのお願い

 踏切を渡るときは、
１）十分な時間的余裕をもって渡りましょう。
２）できるだけ介助者と一緒に渡りましょう。
３）脱輪しないよう、端に寄らないよう気をつけましょう。
４）タイヤが溝に挟まらないよう、レールは直角に越えましょう。

 踏切で動けなくなってしまったら、大声で助けを求めましょう。
 路面が見えにくい夕方以降、踏切を渡るのは控えましょう。
 飲酒したときや体調の良くないときは、乗車を控えましょう。
 運転の訓練や研修を定期的に受けましょう。


